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Ｊ。ぶ 、ヨ Ｊ。ぷ ダ
１２．３張力あヽよび内圧に対する補屈としての金屋スハ？イラル
一一 ＼ｔ
考
張力のかかるもの乙してぱ豆坑ｔｒ－ブルが内凪に関し弓＼ＱＦケーフヽごヽルが
代表的なも（２）だある。
疵坑ｔｒ－デルの場合。全重量分鎧肢に分かるものとし｀て充分な安仝率包も
つ軟線盈および本軟玄送んで｀じヽる於俘に向題乙なるものはなり、。
と）Ｆｙ－ブル（Ｚ）肉恐に肉｀し乙の研究は丑年許に盛んで｀あつ左。以前政鉛に
分ヽる心呼４為ＪＵｘｉ玄基に薯察され‘ひ〉ヽとか、現今宵はどの研究も内胚は
すべヽで雄飛企蔵テーフ・か欧持つとして支められており、材非、最下層麗風帯
の託への〈乙〉ヽニみ、推愚帯の熔攻法．ｊ狐方飼禰ゑ等失際限窓の研良が行わ汽
ノタ印／Ｃ？ｎＰ－左郎すよう在高内氏胎被ゲーデルも爽現されるように尨つだ。
この補翼テーフ・に和する班諭も一玖に行わ肛てしる是諭乙叙るところも在
じ、ので冶略す乱
Ｊ２Ａ、班吉
収上阻力氏り一一ブルのヌ、Ｊ刎ラＪレ構丘、パ’。４７・構霞の研亮報告を完３さ
仕るだめ、政之肌左ケープヽヽル外肢ヌ、ノヽｙｊラルにっｔ）ヽて幽単ｒこ虫々握。
外栽スノ剌夕影⑦皺巨に対する効果ぱ常識的－に若之られてじヽるよりも少０ヽ。
従っ７コンプリート、→ラフ埋設のものは鋼帯鎧巌は禾蓼？あ弓と着える。他
には毎に得ら肌たものぱなし〉。
－２４８－
－
－
争剌３章総括
本節文におヽじ、てば覗が紙ヶ・一尹ルの構遮に関し綜合流収研光を行つ尨。
従末、こ（Ｚ）分野ぼ灘力な研亮手攻左欠そ、個尺の向題につりヽ乙々の司政検討
が行われ１３｀こぐぺ順ずつ左か卓庸は、ケープ勺レ院長尺吻燐痙ｚ．し乙の７、Ｍフ・
構盗とスハご・４ラル孤立の組合せごあるとする新しりヽ狐矣に立っこヽこ玖左分葵
し体系ブけた。
こ耽により各ノヽ？イフ・構塵各スハぐ・うラル構立毎に実用上の向周をとらえ。主
として実験による拡謨的研充左行っ赳。
これらにより甚礎研亮が未鬼成のた訪対泉が立左す１あるじヽは対恨を施して
も理論府倉付けが木明⑦まゝ経験爵に焉瓊されることの多ふっ赳この分野におヽ
り｀之、心要淑る基礎路瓢の把握ヽ阿陽の原因究明を寂し矣際面に暇立色せ。ること
がざきたと塔託られるレ
以Ｔ二几ら研宛綴ちの戌果にっして逡べる。
旁ノ章咸当論文の研亮方針左虫べ、汁λ章より升乙章にはり一一ブル豆横成す
る各ノ妁フ・謹包が牌吠攻り、外母容監衆け址場合の現象に肉する研見を報吉
し、々ク章よリ升ノ２．草にわたつてぱ尊体を主とするスハ、・ｔラル構血の性頁ｒこ
つり、て諦じ恢。
各章司ドこ＝芝の内容を詳細に晩明すればっぎの拡くである。
汁／舞は宅力紙り一一アル発屯の疋央につｕヽて構這左印心に概説し、り’－ブル
構疸の特徴おヽよびヽ向恵衆左虫心き論文の研亮方針左洗明した。すなわち、ｒ－
ブ｀ルは長尺右乙レで製盛、布殼、飛用に疸する如く売血して表てＱヽるので、そ
の揖包はハ？ｊフ・微塵、７、ノ、・ｊラル構霊の揖合也だ｀面る。電力紙！アーフ勺レぽ。両
揖疸とも攻葵壮貝が及攻孜様ぎ珍らしｕヽ存在である猷こ胞らは長尺冶で面る
－２４９－
ため．Ｊ略然ぬに曲げ。喪り容各推の外力を戈ゆる。水論文でヽは上攻の分発によ
りこれら夕？、力右叉ける場合の各り一一デル構這おヽよｙ芝の組合也の胞貝につさ研
良を行うこ乙左説明した。
以上合炎、研宛方汰左宏々水報当の序章とした。
汁又章はｔ力紙り一一アルに見られ・否Ｆ呵縦穀の曲げにつりヽて右方吃円唐爽方
性円尚、撰層円商に分炭。各４の社頁につき諭じた。
曲けの同題はケーブル取扱し〉ヽ⑦主要素と女愚ものであり、最も重要である。
右方ノ庄Ｆ向ではグーグル被覆である垢円脚、アルミ円脚左対象とした。
リー－ブル鉛被は曲げにより皺左発生し。亀裂右生ずる元乙なる。本師は台被の
聊方向雇５韻挫凪と鴎げによる坦艮駄と⑦囲仮を主体に説明し丸。
拙方旬疋縮爽蔵で咸名雄材鉢円筒につｏヽて弾寂域、塑性域を含め櫛忌歪ヒよ
屹力紙ケーフリレジ、タトで茸佐域疆ゑ之起す嶽な斌い岳貳帯円筒を有する
る整理により広鹿阻にわたり煩関か得られ址。この叫係吟ぐ‘－デルの捲取にラ
ム蚕決女昏に応肝之肛て拾り、榎崖⑦積層片岡の符悛研苑の基礎となる・
袱覆⑦軸方向匡満挫艮乙曲げの卑亙皺乙の院ｒ係は主として澱信り一一つ）レ巨つ
・、て研充されてまたが、従矢の発表は迂神崔弧歪と曲げ｀崔凪菟包直痰面皇さ七
た為でコアー・存石ミ及曲げ回収との聯係を紀明寸弓のに無双状ヽあ５やを述べヽ、ｔれにぺ
ｌ竹応討し辿よ紅アＪレ太被１ま鉛被よリ塵瓜し綬すりヽ、が。主として曲げ方まによ
ること監のべ。アルミ核挫亙防止にμする一揖鮒ｋ与えた。
異方僅石崎の曲げに関しては分卦の意味を含め喪単に記遼した。
つぎに沈縁層は冥方社円脚ではあ弓が綴層円脚として剔に取扱つ左。
裁蔵層咸曲がによリ取左生じ｀慨阪粉を庖損ず｀る・車廣は祗縁暦か旗贋莱件⑦
よりヽ祗テープ・の集合からなることからバリフヽ乙し乙⑦寂賃玄持つべ｀さで｀ある
と。答え、研兄を行つ址価果、組鼠盾の獄もケーフリレ錨被と同じ｀仙ヽ列フ・の抵
澱スの際｀ど同様の状紀を左ずること～尼以し赳。
こヽで味ま乾燥紙乾紙、廸涙紙の各絶銀橋円剛こつ芝靴方旬Ｅ猫試験、心
－２５０－
●
●
慟・
恚
線左有する場合⑦僣住、抽寸法尿乙の閔家妓珍基及的な石のから研宛を行っ瓦
こ肌によリ米乾燥紙におりヽてのみ挫瓜向題の存在する瓊由監検討した。
また従卦耳心にも経験のみに頼って来た坦艮職防止向題にったタ⑦理諏忘
兆明、し乙この寿性がざＥとして積層剽牛によること左説明した。さらに老求に
基づヽく具体竹対衆玄玩すことにより紙為方去改咎に負することかでヽたた。ま左。
阿時にｒ－アル許沓曲暦半径算雌の屁宰玄与え赳。。・
これら研班は慈限層⑦嶽域豹騎恢に対する今后の
斥充の足掛りになるものと考之乱なおヽよこ（２）向題ノの玖面化す５事を営会で発蔵゛
して限た八非今ｙ“‾ブル盾匹の高阻犯とともに急口ジープ’アップ之れて表てり｀る・
旁３章では?力紙り一一アルに見られる円筒穀（Ｚ）決り誤つり乙町け同挟専方
性。畏方ノ良積層⑦各円南毎に研亮を行つ鉱。けーデルは曲け・乙矢に幣１こ嵌り
左うけるのぐ、この玲左右また、漑扁？ある。
容方生円醍の斯リは錨被につじヽてのみヽ論じ赴。
鉛被ぽ拙円断爾仏する型の築り挫菰琴式玄とり、内部心ヽにより坦屈、限界の句に
するこ乙左處べ恚。まか電が紙り゛－ブル船被の揆りは挫
澱限界が高く斑庁｀友形座助長之仕ることぶ、外に嵐こ肥によりり’－アルの坂坦
りヽを制限されなじヽこと左記唄し、り｀゛－フヽヽルに必蔓な屁礎踪妓左萌５かにし赳。
呉方性。円商の機りは間軍にふれ左⑦みである。
つ貧匹、積贋医術として（２）絶縁贋の揆リにつき研発左行つ左。
ケーブル絶縁層（Ｚ）揆り昧舟歌の易会のぼかは障各乙しマ、現わ肌ず、なじ｀みヽも
少し）ヽのであ朗知ろれてじヽなり、。しかし遊征り｀－ア）しの如き場合μ大之友向題と
涼リ。また、箆凪皺を生じ易じ、茄型絶級層の基水となるも（カ？あるか５こ（２）瀞
性も監娶である。
まヤ来乾燥紙洵浸紙より在る拡魏層円窓およひ二八らか心裁左ねする場合
－２５１－
の戻り粘性につき実験左行りヽｊれぞ託軸方伺凪編乙全く対応する緯果玄得た・
次乾紙（７）場合は次章扇形り一一フ勺レの戻り研兆の基辰乙なるものである。鴎ボの
時乙同じくま乾垠紙の場合ヽは心線の存犯により坦刄至ば向上しなりヽが迪原紙
円筒は心線（Ｚ）存在。により勝色が伺よこする。さらに錨故左浙する晦は袋り挫亙に
よリ勝異菰皺を生じ、こ九により従表肝明政友なかった滞底り’－アＪレ事改状況
の一つを耳現し瓦ノまた、油浸絶級層の梅りは宙ｌ尹と異なり菰艮既
祖よい｝、さぐ二託により暇力紙りー一尹Ｊレ（Ｚ）挟り⑦大きさが制限さ乱るこ乙左
示した。また。この許容揆り量左明らかヒす・ることにより域合せピッチ変換根
業専の基礎資外在与えた。
ｊ・ダ章は匿力紙ヶ一一アルに見られるま円形断面鴎穀である島形絶嶽層につりヽ
で研究玄行つだ。扇形り一一ブ丿しは旅合時坦艮皺を生じ易く同題乙なる。こヽで｀
は典扇面左浩之、永乾燥紙⑦みにつき扇形商の曲げ旋りの研完を行つだ。
両着と右円隋の場合に比し芭風跨胞は刄ぐ乞れぞ肌約歿、約二独の粧凪歪玄
右することか判明した。挟りの場合ヽ紙捲方向、揆り方伺。其線（２）存左。撚線方
向予撚の有泉容による影蜀は少ヽじヽ。垣瓜侍柾向上、には積層糸件向上と形状を
円形に促づ｀けるこ乙が｀有効廼ヽある。以上により撚合時に於ける扇杉徳縁層の色
瓜防止に肉する盆痰資坏が得られた。
江古’章は一タ１、犀左曳字る吸力紙り一一フリレ円唐穀の表形巨っｕ、て諭じた。
吸力紙ケーブルでは単心ケープ）レは特剔の場合ヽの他。良潰の尼険の庖り、ことを
説明した・し含しヽ３心ケーブ｀ルでは凪漑の恐れがあぶのでヽ、高温時の尊在、貧
翼妙の影響、内部コアーの効具にっ乏矣蔵左行１）、、圧屑防止の蔽準を得ること
かでヽ乏、実際面に利用できた。
－２５２－
１●
・
●沖ぶ章にあヽじヽて凶 電淵釣’－ア
ルに生ずる内部固㈲応力閃係（Ｚ）坦尿につりヽて紹亦した。紙捲時（Ｚ）調湿咸積層浹
体型向上、さ仕るほ琵湿見応力挫風の可左統刹肌により挫履皺防止に対しては
ニ、竃の効果がある。’また。膨莉によるもの、鼠によるものも分泉上、の憲味左合
め説明した。
牙７草は．電力紙ケー－ブ｀ルに見られるスハ・・ｊラル構造の種飛島ヽよび奥用よこ必
要なス、ペイラル加エ、の現論につき逮べ址・すなわち諏臓におヽリヽる蜃線庚り角の
誘尊、限尽ヒタツデの計劃曼九と突用的・意義と⑦肉仮につき疎明し、また威る
捲きつけ心、とｃヽつた用語の意味左限界ヒ？ツ少と（２）帥座におり、て明遂にした．こ
れら尽より次草以降のスハ？・４ラル構迩研究に対する序羊をも漱ねた．
旁ｇ章妓電が紙ケーブＪレ匹用じヽる拓畿スハ？ノ｜ラル（Ｚ）杭貝につりヽて町ボ勝桂．
炭り寿彼の両着左論じた、また路政彼線（Ｚ）域城的暦性をも研発した．
曲げ｀勝性（２）項にがり、ては合風的次拓線構成の基礎餐棒をうるため、まとして可
扶彼⑦研児左佇つだ．可琉他の尺良としては良く⑦提奈があるヰ筆聯は吸力紙
り“－７）レの場合、他○構成乙⑦バランスをとつ之可抱色を咲ぶ｀べ乏であるとの
見地から曲け勺
こ肥は現犯寵カケーア｀Ｊレ界で一吸に採用こ耽るようになった．攻た、測定去に
つりヽ乙は盈去に発表さ肌左ものを一亙り実放検討し尨丸最も単島な摂の荷重
一携み右線による方法を庄貝し、これにより可脆性・測跳沢現斑栽国ズ｀行心れ７いろ
ま址、扉開摩擦右黒風した安諧べ｀ネ垣論による計算價と、爽際値との比較によ
リ．こ（２）計噂⑦有暦なことを遮べ．かっ．ヶ－フ丿し尊体曲?剛性算訟（Ｚ）爽肘式
左なりヽた、．この実荊式咳眼力紙ケ・－フヽヽル炭係為に利用さ胞てりヽる．
燃線の談り蒔艦呟重要友甚硯蒋性の一っであり、また、他のスハｅイラノレ徴血
－２５３－
の特帳（Ｚ）払水ｔなる．水飾では挟り易さ（２）尺良として斑げ同様祭り剛性制直そ
のも（？）をｇ．リヽ蔓捲バ｀ネ垣嶮ｚｌ比較した維戮層向既合０なりヽ場合は有阿？あ
ることを示した．
また、交互破線．同方句燃獄の右柵り、左松り時○各層挟り剛性丿植り己－
メッ｝ヽ左比狼す心ことにより線向摩庭層向居合（７）大きさを明らかにした．
燃線部エ、で生じ｀だ戎留応力によるＥ－）くントヽ（Ｚ）大きさは爽旅によ皿ぼ約λ割で
あった．また．雍形慕線にっりヽ乙も測定を行った．
特貳破線にっ・ヽては臣鰭尊体、包デメン５りレ奈線拡り尊体（２）両着左扱っ坦．
これは匠務尊体およびセ．ヂメンヌル条叔撚り尊体庶用の際識旅信特性．の低下左
啄念さ胤とので叉の着及左円屑なうしめるた必研究を行ったものとある・
配績尊体は外径侠衷による可息農匯低下するか．圧縮成型の址必曲げ｀剛性の大
きくなるこ乙はなりヽ．挟り特牝もほぼ同柵である．じヽずれの冊も愁遺菰貌に比
し比例限寓は高々ヽ．なお｀、ＪＥ締友と武片．旅織としえの坑張力は聘すが伸びヽは急
激に低下する。
ｔ乙穴ンタル泰線拡り尊体の時は曲ボ炭り乙も剛性は大乙訟り比例限良も高
ヽＪヽ㈹危章に示ヽす如くり’－ブル全体に゛一っ乙はふさりヽ値であ２・．十十
黄９章にお５ては前章に引脆き合理訴尊撒盾成、尊体痘痕およぎり一一アル構
成の生良にっき廸峡債非をうるた靫鐙力紙ｙ－アルコアー⑦各槙成が試植随
特拡上で占め必役割につき研宛し址。ｔｒ一脈Ｊレの油ボにおりヽては々の曲げ剛こ
の大部分を鉛が占め、祗縁層はこ九にっりヽで大さく、尊体（？）占める割合は怠外
にがりヽことが判明した．また．談リにおヽりヽては油浸紙（Ｚ）占必る割合が紅当大き
なもので｀あり．一方尊体球有卵○場合より大きりヽが．サ仁かによっては．在ほ．
粗きふさり、もので｀必ぶことが明らか乙在った．
これらにより尊体構成改良⑦基礎資葬か得られた．また．冶ヽ血常識的－に油浸
－２５４－
●絶服層は測肩剤であり威旅珀寿曳の上？は煕風できるとした脆屯あつ左が．こ
肌（２）眠りであるこ乙左明らかにした．
旁ノと）乖は匿カ弑り一一フ・Ｊレ箆蔵贋⑦スＪヽ？ｊ４ラＪレ乙してのを販につじヽ乙扱つだ。
穏服層のバ’４フ・としてのを概は伸之章～分必章に式々たが、絶鼠贋はまたスペ
ノｉラル乙して（Ｚ）性員をも張有してしヽゐの？こ几につき説明し、絶縁層の符故を
艮解する一助とし左。また古くから膀ぜら肌てし、る紙捲の亥互捲丿同方向捲（Ｚ）
贋劣は庚り苛性には今少⑦斉があるか曲回苛／胞は同様であり。他⑦面左若蔵
すれば浹玖捲状ヽ良しヽと冷之右収ろ。つ
ｌ池ノノ章ではスハｅ・イうル舞漑（ＤＭ＼ｆによｊ衆線汲勣に関す・る同題左垠。、域
線、絶縁層（Ｚ）胞げ戻しの向珊左主体に浩痕を旦めた。宍－アＪしのうねりは曲げ
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